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１． 「仕事算」、「のべ算」、「ニュートン算」の違いについて。

「仕事算」 …… 人によって、１日（１時間）あたりに行える仕事の量（速さ）が違う。

例えば、ある仕事を行うのに、Ａさんは１２日かかり、同じ仕事をＢさんが行うと
２０日かかるという設問。 この場合、Ａさんの方が、１日にできる仕事の量は多い。

講 義

１

「のべ算」 …… １人あたりが１日（１時間）に行える仕事の量（速さ）は、全員同じ。

例えば、ある仕事をするのに、１５人の作業員が２０日かかれば終わるなど。
どの人も同じ仕事の速さであることが特長。 「のべ人数」を考えることが大切。
たいがい、途中で人が何人か休んだり、作業員を追加するような問題になる。

「ニュートン算」 … 仕事をしているそばから、ジャマをするやつ（モノ）がいる。

－最初に並んでいた行列を処理するそばから、後から人が増えてくる。 
－井戸から水をくんでもくんでも、地下水がわき出てくる。
－ポンプで水を排水しているのに、蛇口から水が流入している。
－商品は売れるのだが、売れるそばから新しい商品がどんどん入荷してくる。
－牧草で牛が草を食べるそばから、光合成によって草がどんどん生えてくる。

② ② ② ② ②
Ａ
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２． 仕事算（基本パターン）

・「Ａくん１人でやるとＸＸ日かかり、Ｂくん１人でやるとＸＸ日かかる仕事があります。
この仕事をＡくんとＢくんがいっしょにやると、何日で終わりますか。」などという

  問題。 一般的な解法では、全体の仕事量を「１」として式を作ります。

１． 姉１人でやると２０時間で終わり、妹１人でやると３０時間かかる危ないお手伝いが
 あります。 このお手伝いを２人でやると、スタートしてから何時間で終わりますか。
 （サイダ中）

２

例題： Ａくん１人では１５日かかり、Ｂくん１人では１０日かかる仕事があります。
 この仕事を２人でいっしょに行うと、何日で終わりますか。

Ａくんの１日あたりの仕事量は、
１
１５

全体の仕事の量を、「１」とすると、

答え : ６日

[①解法]

Ｂくんの１日あたりの仕事量は、
１
１０

になります。

全体の仕事の量を、２人の１日あたりの仕事量でわってあげると、

１ ÷ (
１
１５

＋
１
１０

）＝ １÷ (
２
３０

＋
３
３０

）＝ １÷
５
３０

＝ ６（日）

まずは、状況を整理してみましょう！登場人物はＡくんとＢくん。

Ａくん  Ｂくん

かかる時間

１日あたりにできる
仕事の量（速さ）

１５日 １０日

３ ２

② ③

全体の仕事量 ： ←全体の仕事量は、Ａくんの１日あたりの仕事の速さ×日数で

求められますね。Ｂくんでやっても同じ  になります。

 ÷（②＋③）

＝  ÷

＝ ６

㉚
㉚

㉚

㉚ ⑤

[学校のやり方]

逆比

㉚

仕事の山 

分数の嵐



３． 仕事算（１人あたりの速さが分からないパターン）

例題： 太い管と細い管が１本ずつついている水そうがあります。 この管を使っ
て水そうに水をいっぱいにするのに、太い管だけを使うと４８分、両方の
管をいっしょに使うと３０分かかります。 このとき、細い管だけでは何分
かかりますか。（サイダ中）

答え : ８０分

細＋太が⑧の速さならば、細は③の速さということが分かりますね。
つまり、、、

いつものように状況を整理してみましょう。 登場人物は？

太    細＋太  細

かかる時間

仕事の速さ

４８分 ３０分

８ ５

？分

⑧ ○⑤

太    細＋太  細

かかる時間

仕事の速さ

４８分 ３０分

８ ５

？分

⑧⑤ ③

求める？分のところは逆比を使って、③＝３０分なので、⑧＝８０分と求め
ることができます。 全体の量を求めないでもできちゃいましたね。

２． Ａさん１人でやると２７年かかり、ＡさんとＢさんがいっしょにやると１８年で終わる超楽し
 いシゴトがあります。 このシゴトをＢさんはＡさんに内しょで１人だけでやってしまおう
と考えていますが、一体どのぐらいの年数がかかりますかね～。 （サイダ中・手品科）

３

－

－



４

４． 仕事算（１人あたりの速さが分からないパターン）

・「２人合わせてＸＸ日かかる仕事」というように、２人合計の日数が提示されている
 ような問題。 

例題： ある仕事を終えるのにＡさんとＢさんでやると９日、ＢさんとＣさんでやる
と１２日、ＣさんとＡさんでやると１８日かかります。 この仕事をＡ、Ｂ、Ｃの３人
でいっしょにやると、何日で終わりますか。

答え : ８日

全体 ： ④×９＝ ３６

いつものように状況を整理してみましょう。

Ａ＋Ｂ   Ｂ＋Ｃ Ｃ＋Ａ

かかる日数

仕事の速さ

９日 １２日

３ ４

㉔ ⑱

１８日

６

⑫
③ ②④

Ａ  Ｂ Ｃ
○ ＋ ○       ＝ ④

○ ＋ ○ ＝ ③
○ ＋ ○ ＝ ②＋）

ＡＡ ＋ ＢＢ ＋ ＣＣ＝ ⑨
Ａ  ＋ Ｂ  ＋ Ｃ ＝ 4.5

３６ ÷ 4.5 ＝
３６

４．５ ×２

×２ ７２

９
＝ ＝ ８（日）

３． ＡくんとＢくんでやると１２時間、ＢくんとＣくんでやると１５時間、ＣくんとＡくんでやると
 ２０時間かかる油売りの仕事があります。 この仕事をＡくん１人だけでやるとすると、
何時間かかりますか。（サイダ中）



５

５． のべ算（その１）

・「Ａさんがやると１５日、Ｂさんがやると１０日かかる仕事があります。 この仕事を最初の
２日は２人でいっしょにやり、残りをＡさんだけがやると・・・」などという問題。 

例題： ５人でやると１２日で終わる仕事があります。 最初の５日間は５人でやって、
６日目からは２人を追加して７人で作業をすると、最初から数えて何日目で
仕事が終わりますか。

答え : １０日目

全体 ： ⑤×１２＝ ６０

６０ ー⑤×５ ＝ ３５

３５ ÷⑦＝５ ←７人にしてから５日で仕事が終わる。

５＋５＝１０ 

例題： 太郎君が１人ですれば９日かかり、花子さんが１人ですれば１５日かかる仕事
があります。 この仕事を、はじめの何日間かを太郎君がして、その後かわ
って花子さんが１人ですると、全部で１１日かかりました。 このとき、花子さん
が働いた日数は何日間ですか。 （白陵中）

答え : ５日間

太郎   花子

かかる時間

仕事の速さ

９日 １５日

３ ５

⑤ ③

全体 ： ４５

全部で１１日間かかったということなので、とりあえず１１日分の枠を
作ります。 そして、仕事量が少ない花子さんの方が１１日間すべて
働いたと考えます。

③ ③ ③ ③ ③ ③花子
(太郎)

③ ③ ③ ③ ③

③ ③ ③ ③ ③ ③

② ② ② ② ②
花子

(太郎)

③ ③ ③ ③ ③

②

花子さん１人で１１日間なので、③×１１日＝ ３３ の仕事をこなしました。

４５ － ３３ ＝ １２ の仕事がまだ残っています。

１２ ÷ ② ＝ ６（日） これが太郎さんが働いた日数です。

魚の骨「フィッシュボーン図」を書きましょう。



６

６． のべ算（その２）

・１人１日あたりの仕事の量を求めて解くような問題。 

例題： ４人で目的地まで行くのに、列車で２時間２０分かかります。 あいにく座席
が３つしか空いていなかったので、目的地まで交代で座ることにしました。
１人あたり何分座ることができますか。（共立女子第二中）

答え : １０５分

全体 ： ３× １４０ ＝ ４２０

４２０ ÷ ４ ＝ １０５

←３人で座れる合計時間

１０５分 ⇒ １時間４５分

座席が「人を座らせる」という仕事をしたと考えます。

５． ６台のポンプで水をくみ出すと１０分でくみ出せるだけの水が水そうに入っています。 
 水をくみ出し始めてから６分間は６台のポンプでくみ出していたのですが、途中で２台
 のポンプがこわれてしまったので、７分目からは４台のポンプでくみ出すとすると、
すべての水をくみ出すのに予定より何分多くかかりますか。（サイダ中）

４． Ａさん１人でやると８日、Ｂさん１人でやると１２日かかる仕事があります。 この仕事を
 始めて２人で３日間やり、その後はＡさんが１人でやって完成させました。 Ａさんが
１人でやったのは何日間ですか。 （昭和女子大附属昭和中）



７

７． ニュートン算

・ 仕事をしているそばから、仕事がどんどん増える問題。
このような場合、「もともとあった量」と「増える量」に分けて考えます。

例題： ある動物園の入場券売り場には毎分５人ずつの入場者が来ます。 売り
始める前にすでに６０人が並んでいましたが、１つの窓口で売り始めると
１２分で行列がなくなりました。（サイダ中）

（１）入場券は１分間あたり何人に売りましたか。

答え : １０人

後から増える人
５人／分

最初に並んでいた人
  ６０人

ふつうは後から来た人は、上の絵のように行列の最後尾に並びます。
ところが算数では下の絵のように、後から増える人も優先的に処理を
していくと考えるとうまくいきます。 実際にこんなことをしたら、
最初から並んでいた人は、暴動を起こします。

最初に並んでいた人
  ６０人

後から増えた人
５人/分×１２分＝６０人

後から増える人 ５人／分

最初に並んでいた人
  ６０人

窓口１か所あたりの「仕事量」を考えます。

後から増える人も、１２分間だと６０人になりますね。 では、下のような絵に
なりますね。

ということは、この窓口では合計１２０人の人を１２分間で処理できる計算に
なります。 つまり、１分間あたりの処理量は１０人です。



８

（ニュートン算のつづき）

（２）では、窓口を２つにすると、行列は何分でなくなりますか。

答え : ４分

では、窓口を２つにしてみましょう。

最初に並んでいた人
  ６０人

窓口を１つ増やしても、後から来る人は⑤の係員がぴったり処理できますから、
１つ増やした窓口の⑤と⑤の係員は、最初に並んでいた人の処理に専念
（せんねん）できるわけです。

６０÷（５×３）＝ ４

６． ＴＤＳでは開園前に２４０名の行列ができていました。 開園後も、１分あたり３０人の割合
 で行列が増えていきます。 入場口が２カ所だと開園から行列がなくなるまでに４分
 かかります。 入場口が４カ所だと行列がなくなるまでに何分何秒かかりますか。
（サイダ中）

最初に並んでいた６０人は、 ⑤  が３つで処理できるので、

（１）で分かったのは、この窓口の処理能力です。 この窓口では、
１分あたり⑩人のお客さんを処理できるのです。 かつ、１２分間で最初から
並んでいた６０人と後から来た６０人を処理できたということは、下の絵の
ように⑤と⑤に分けて、最初のお客さんを処理する係員と、後から来た
お客さんを処理する係員に分けて考えるとよいでしょう。

最初に並んでいた人
  ６０人

後から増えた人
５人/分×１２分＝６０人

⑤
⑤

後から増えた人
５人/分×１２分＝６０人

⑤
⑤

⑤
⑤



９

答え : ２４日間

例題： ある牧場では、毎日一定量の割合で草が生えてきます。 牛２４頭を放牧する
と１８日間で草を全部食べつくしました。 ３２頭を放牧したら１２日間で草を
全部食べつくしました。 ２０頭を放牧したら、何日間で全部食べつくしますか。
（サイダ中）

ハイ、ハイ～、 いつものように状況を整理ですネ。 今回は仕事の速さは、牛の頭数と
考えます。１頭あたり同じ速さで草を食べるなら、２４頭なら２４倍の速さ、３２頭なら３２倍
の速さです。

２４頭    ３２頭

かかる日数

仕事の速さ ③ ④

４ ３
１８日間 １２日間

ありゃ？何かおかしいぞ！ ということで、「ニュートン算」だと気付くのです。 まあ、
牛が草を食べるという時点で「ニュートン算」と考えてもいいですが。。。
では、別の方法で状況を整理！

まず、牛１頭が１日で食べる草の量を①として、線分図を描きます。 ここで間ちがっては
いけないのは、牛の数が多ければ食べる草の量が多いという誤解です。 もともとの草
の量は決まっていて、何日間で食べるかの線分図を描くのですが、当然日数が少ない
ほど生えてくる草の量が少ないので、線分は短くなります。

２４頭の場合

３２頭の場合

はじめの草の量

はじめの草の量

１８日間で生える草の量

１２日間で生える草の量

４３２

３８４

２４頭の場合、 ２４ ×１８＝ ４３２が全体になります。

３２頭の場合、 ３２ ×１２＝ ３８４が全体になります。

はじめの草の量はどちらも同じなので、このちがいは６日間で生える草の量になります。

６日間で生える草の量＝ ４３２ ー ３８４ ＝ ４８ です。

１日に生える草の量＝ ４８ ÷ ６ ＝ ８ ですね。

最初に生えていた草の量＝ ４３２ － ８ ×１８＝ ２８８ です。

２０頭を放牧した場合、草の量は１日当たり ２０ － ８ ＝ １２ ずつ食べられていくので、

 ２８８ ÷ １２ ＝ ２４（日）

となります。

もともとあった草を食べる専用の牛 あとから生えてくる草を食べる専用の牛



演 習

１０

８． ある仕事を１０日間で
５
１１だけしました。 この割合で仕事を続けると、残り分は何日

 で終えることができますか。（サイダ中）

９． 機械Ａである仕事をすると、終わるまでに１２日かかります。 機械Ａでその仕事を
始めたところ、２日目の作業終了後に故障をしてしまい、修理に丸２日がかかりました。 

 その後作業を再開しましたが、１日あたりの作業は故障前の４割しかできませんでした。
 この仕事が終わるのに、何日かかりますか。 （栄東中）

７． ある仕事をＡさんだけですると３０日、Ｂくんだけですると２０日かかります。 この仕
 事をＡさんＢくんがいっしょに始めましたが、仕事が終わるまでにＡさんは１０日、
 Ｂくんは５日休みました。 この仕事を始めてから終わるまでに何日かかりましたか。
 （桜美林中）



１０． ある仕事を仕上げるのに、Ａくんは２４日間、Ｂくんは４０日間かかります。 今、Ａくん
  から仕事を始めて、毎日交代で働くものとすると、仕上げるのに何日かかりますか。 
  （サレジオ学院中）

１１． ある水そうに、毎分２Ｌの割合で水が注がれます。 水そうが満水のときにポンプを
  使って毎分６Ｌの割合で水をくみ出したところ、３０分で空になりました。 満水の同じ
  水そうから毎分５Ｌの割合で水をくみ出すと、何分で空になりますか。 （サイダ中）

１２． １時間に１００個の製品を作れる機械Ａと、３時間で２００個の製品を作れる機械Ｂを
同時に使い始めるとき、１２００個の製品を作り終えるのにどのぐらいの時間がかかり

  ますか。 （関東学院六浦中）

１１



１２

１３． ある製品を３０個作るのに１５人で５分かかります。 この製品６００個を１時間で作るため
  には何人が必要ですか。（大宮開成中）

１４． いつもは１２人で仕事をすると８時間で終わります。 今日、インフルエンザで２人が
 休みました。 本日中に仕事を終わらせるために残業してくれる人を募（つの）った
ところ、４人が手をあげてくれました。 ４人は何時間残業すればよいですか。
（サイダ中）

１５． お父さん、お母さん、お兄さん、お姉さん、たかゆきさんの５人でゲームをしました。 
  このゲームは２人でするゲームなので、３人はぬけなければなりません。 お父さん
  とお母さんは同じ時間だけ、たかゆきさんとお姉さんはお母さんの２倍、お父さんは
  お兄さんの１．５倍の時間ゲームをしました。 ゲームにかかった時間は１時間だった

とき、たかゆきさんがゲームをしていたのは何分間ですか。（成城中）



１３

１６． ある仕事を仕上げるのにＡ１人では３６日、Ｂ１人では１８日、Ｃ１人では１２日かかります。
  この仕事を３人でいっしょに仕上げるつもりでしたが、Ｂがとちゅうで休んだために
  仕事を仕上げるまでに全部で８日間かかりました。 Ｂは何日間休みましたか。 

（明治大付属明治中）

１７． 毎分３Ｌの割合で水がわき出ている井戸があります。 いま、毎分２５Ｌをくみ上げる
  ポンプを使って水をくみ出すと１２分で水がなくなります。 毎分３０Ｌくみ上げるポン
  プを使うと水は何分でなくなるでしょうか。（慶應中等部）

１８． 映画館の入り口に行列ができていて、毎分２０人の割合でお客さんが増えています。
入り口を３か所にすると１０分で行列がなくなり、入り口を４か所にすると７分で行列
がなくなるそうです。（サイダ中）

（１）入り口１か所から１分間に何人ずつ入場させましたか。

（２）はじめの行列には何人いましたか。



解 答

１． １２時間

２． ５４年

３． ３０時間

４． ３日間

５． ２分

６． １分３６秒

７． １９日

８． １２日

９． ２９日間

１０． ３０日

１１． ４０分

１２． ７時間１２分

１３． ２５人

１４． ４時間

１５． ３６分間

１６． ６日間

１７． ９
７
９
分

１８． （１） ３０人 （２） ７００人

１４
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